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研究成果の概要（和文）：文部科学省のGIGAスクール構想の実現を背景に，児童生徒１人１台端末を所持した学
校内外でのハイブリット型の教育が求められているが，教員の授業力向上が課題となっている．そこで，教員の
構成主義的教授・学習観に着目したプログラムを開発することが必要である．
本申請課題では，教員の構成主義的教授・学習観に着目しながら，教員養成系大学の学生や現職教員の特性にあ
ったハイブリット型授業力向上プログラムを開発・実践・評価することを目的とした．分析の結果，授業におけ
る問いの設定を意識することと学習者中心の考え方である構成主義的教授・学習観は双方に影響しあっているこ
となどが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：Against the background of the realization of the GIGA school concept by the 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT), there is a demand for a 
hybrid type of education both inside and outside of school, where each student has a terminal, but 
the challenge is to improve the teaching skills of teachers. Therefore, it is necessary to develop a
 program that focuses on teachers' constructivist view of teaching and learning.
The purpose of this project was to develop, practice, and evaluate a hybrid-type teaching ability 
improvement program suited to the characteristics of teacher training college students and 
in-service teachers, while focusing on the constructivist view of teaching and learning of teachers.
 The results of the analysis revealed that the constructivist view of teaching and learning, which 
is a learner-centered view, and the awareness of question setting in the classroom both influence 
each other.

研究分野：教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
教師主導型の教授・学習観があると，ICTを活用した学習者中心の授業が実施されにくい実態があった．本研究
の学術的な意義として，授業における問いを教員が意識することと，教員の学習者中心の考え方に基づく構成主
義的教授・学習観には関連があることを明らかにしたことが挙げられる．これにより，教師主導型の教授・学習
観を抱く教員に授業における問いを考えさせることで，学習者中心の授業を検討し，実践する可能性を示したこ
とが本研究の社会的意義である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 小中高等学校では，2020年度から段階的に新学習指導要領が実施され，ICTを活用した主体的・対
話的で深い学びの授業改善が求められている．そして，児童生徒の ICT活用を促進するため，文部科
学省は GIGA スクール構想の実現を公表した．COVID-19 の影響もあり，各自治体では児童生徒の 1
人 1 台タブレット端末の配備が行われている．しかしながら，COVID-19 の流行により，対面での対
話が制限されたり，対面授業そのものが実施できなくなったりすることから，各学校では，対面授業と
ICT を活用した同時双方向型，あるいはオンデマンド型のオンライン授業を融合させたハイブリット
型授業を展開できるようになることが急務となっている．しかしながら，特に児童生徒が ICTを活用
する授業の指導力について，苦手意識を持つ学生や教員が多く，この指導力を高めることが長年の課
題となっている(1)．教師に求められる知識として，教育（子供理解等）に関する知識と教育内容に関す
る知識，技術に関する知識の TPACK が挙げられる(2)．児童生徒が ICT を活用する授業の指導力を向
上させるためには，これらの知識を活用させる体験(3)や模擬授業(4)，研究授業を実践することが必要で
ある．だが，教師信念の研究にもある通り(5)，教員の直接伝達主義的教授・学習観が，構成主義的教授・
学習観に基づく ICT活用の授業の意義や，ICT活用指導力に影響を与えると考える．そのため，教員
の構成主義的教授・学習観の傾向を分析し，教員自身が個々に抱える ICT活用指導力に対する課題と
の関係を明らかにしながら，学習科学の視点に基づき，全ての教員がハイブリット型授業力を向上で
きるプログラムを開発することが課題である． 
 
２．研究の目的 
本申請課題では，2つの目的を遂行する．教員の構成主義的教授・学習観に着目しながら，教員養成
系大学の学生や現職教員の教授・学習観の特性にあったハイブリット型授業力向上プログラムを開発・
実践・評価することを目的とする．具体的には，以下の手続きを行う． 
第一に，教員の教授・学習観尺度(6)(7)を検討した上で，対象となる教員養成系大学の学生や現職教員
の教授・学習観傾向とハイブリット型授業に対する自身の課題を質問紙調査により分析する． 
第二に，教員の教授・学習観と自身の課題の関係を明らかにした後，ハイブリット型授業を考え，実
体験できるプログラムを開発，実践，評価し，教員の構成主義的教授・学習観を高める方略と，ハイブ
リット型授業力向上のための方略について提言する． 
 
３．研究の方法 
 2021年度は，児童生徒 1人 1台端末が導入された小中学校を対象に，教員の構成主義的教授・学習
観に関する尺度を実施し，児童生徒の端末を活用した授業に対する認識や，ハイブリット型授業力に
対する認識について調査分析を行った. 
 2022年度は，2021 年度と同様に，児童生徒 1人 1台端末が導入された小中学校を対象に，教員の
構成主義的教授・学習観に関する尺度を実施した.そして，相関分析にて項目間の関連を分析した． 

2023 年度は，児童 1 人 1 台端末が導入された小学校を対象に，教員の勤務経験と ICT活用指導力
の関係を分析した.「教員の ICT活用指導力のチェックリスト（文部科学省 2018）」を用いて，小学校
ICT推進校勤務 1年目（n = 10）と勤務 2年目以上の教員（n = 18）の回答を比較分析した． 
 
４．研究成果 
 2021年度は，小学校の教員の構成主義的教授・学習観の項目について，1人 1台端末導入後に高ま
ったが，中学校教員は「学習では知識の習得が重要であるから，授業で知識を教えることは大切であ
る」の教師主導型の項目に対する認識に向上が認められるなどの特徴が認められた.さらに，教員養成
を対象とした小学校理科のプログラミングについて，遠隔で模擬授業を行った結果，機器のトラブル
に関する共有や支援に苦慮することが明らかになるなど，学生は，ハイブリット型授業で起こりうる
問題点に気づくことが分かった． 
 2022年度は，「児童生徒が既に知っている知識・技能とこれから習う知識・技能の両方を使い、端末
を活用しながら問題解決する問いを設定するようにしている」の項目と，構成主義的教授・学習観に正
の弱い相関関係が認められた（r =.305, p<.01）.この結果から，授業における問いの設定を意識するこ
とと学習者中心の考え方である構成主義的教授・学習観は双方に影響しあっていることが分かった．
つまり，教師の学習者中心の考え方を促すためには， 例えば，授業における問いの設定を個々の教員
に考えさせながら，学校全体で共有していくことが重要であることが示唆された． 
 2023 年度は，教員がワープロソフトや表計算ソフト，プレゼンテーションソフトを活用すること，
教員が学習用ソフトウェアなどを活用して個別最適な学習に取り組ませること，協働学習のためにコ
ンピュータや学習用ソフトウェアなどを効果的に活用させること，教員が情報活用の基盤となる児童
の態度の指導の 4項目で，小学校 ICT推進校勤務 1年目の教員の認識は，勤務 2年目以降の教員より
有意に低かった.したがって，教員養成段階から，これらの項目を修得させ，意識を高めることが課題
となった． 
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